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鳥取県における有害紫外線量調査結果について 

【大気・地球環境室】 

１ はじめに 

 地球環境問題のひとつとして、フロン等の化学物

質による成層圏オゾン層の破壊問題があり、成層圏

オゾンの減少は地表に到達する有害紫外線量を増加

させるといわれている。 

 太陽光線のうち、波長 100～400nm のものは紫外

線(UV)と呼ばれ、長波長側から UV-A(400～320nm)、

UV-B(320～280nm)、UV-C(280nm 以下)に分類される。

UV-A は大気による吸収はほとんどなく地表に到達

するが、生物に与える影響がは小さい。UV-B は成

層圏オゾンによりかなり吸収され、残りが地表に到

達する。この UV-B は有害であり、皮膚ガンや白内

障の増加、免疫機能や生態系へ悪影響をもたらすと

いわれている。また、UV-C は発ガン性の高い紫外

線であるが、オゾン層よりも上空の大気でほとんど

吸収されて地表に到達しない 1,2)。 

 そこで、オゾン層破壊により増加する有害紫外線

量（UV-B）について、県内での実態を把握するため

当所では平成 10 年 12 月から調査を実施しており、

平成 14 年度までの測定結果の概要を報告する。 

２ 調査の概要 

１）測定期間 

 平成 11～14 年度 

２）測定地点 

 鳥取市松並町（旧衛生研究所） 

 ただし衛生環境研究所新築移転に伴い、平成 14 年

12 月より鳥取市江津（東部健康福祉センター）に移設 

３）測定方法 

 英弘精機㈱製の紫外線計 MS-210A、MS-210W を

設置し、UV-A(315～400nm)、UV-B(280～315nm)に

ついて 24 時間連続測定を行った。日射量は、

㈱日本ｴﾚｸﾄﾘｯｸ･ｲﾝｽﾙﾒﾝﾄ製の N-70-03F 型日射計で

測定した。 

 

３ 測定結果及び考察 

１）日射量、紫外線量の経年変化  

 平成 11～14 年度の日射量、紫外線量の経年変化を

図１、２に示した。4 年間の測定結果では、UV-B

量の増加傾向は認められなかった。日射量、紫外線

量は夏季（7 月）に高く、冬季（１月）に低くなる

季節変動が認められた。本来、年間の最高値は 6 月

の夏至の南中時頃が最も高くなるはずであるが、そ

の頃は梅雨期になるため 7 月が最も高くなったと思

われる。 

 日射量に含まれる紫外線量の割合も同様な季節変

動が認められ、冬季に低く夏季に高かった。UV-B

量は約 0.05～0.2％、UV-A 量は約 4～6.5％の割合で

あった。 

 

図１ 日積算量の経年変化（月平均値） 

 

 
図２ ＵＶ-Ｂ日積算量の経年変化（鳥取市） 

 

 また、日射量と UV-B 量には高い相関（0.8524, 

n=41）があった（図３）。 
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図３ 日射量とＵＶ-Ｂの相関関係 

 

２）UV-B 量の日変化と天候との関係 

 図４に UV-B 量の一日の変化を示した。季節差を

みるため 1 月と 7 月の晴天時、及び天候差をみるた

め 7 月の近接した日を選んだ。紫外線強度は、夏季・

冬季とも晴天時には太陽高度の最も高い正午前後に

最大強度になっていたが、1 月 12 日と 7 月 12 日の

日積算量を比べると約 6 倍ほどの差があった。そし

て、雨天時は晴天時の約 38％、曇天時は約 52％であ

り、紫外線強度は季節や天候要因に大きく左右され 

ることがわかった。また、天気が悪く一見紫外線量

が少ないようでも、かなりの紫外線量があることが

確認された。 

 一日の UV-B 量の変化をみると、雨天を除いて太

陽高度が最も高い正午前後に最大強度となったが、

11 時から 13 時までの 2 時間の時積算量は日積算量

の約 30～40％を占め、10 時から 15 時までの 5 時間

では約 70～85％だった。 

 以上のことより、夏季における日中の外出時には

天候にかかわらず紫外線に対する注意が必要と考え

られる。 

 

図４ ＵＶ-Ｂ量の一日の変化 

 

 

図５ 地点別ＵＶ-Ｂ日積算量（月平均値）の経年変化 

 

 

３）他地域との比較 

 気象庁は 1990 年からつくば、1991 年から札幌、

鹿児島、那覇の 4 ヶ所で UV-B の観測をしている 3)。

図５に気象庁観測４地点及び鳥取市の UV-B 日積算

量経年変化を示した。 

 鳥取市の UV-B 量は、那覇・鹿児島より少なく、

札幌より多く、つくば（茨城県）と同程度の値であ

った。また緯度が低いほど UV-B 量は多く、このこ

とは地上に到達する UV-B 量は太陽高度、雲量及び

オゾン全量等により変化するため、高緯度よりも低

緯度の方が多い４）といわれていることと一致した。 

 いずれの地域においても UV-B 量の増加傾向は認

められなかった。今後さらにデータの蓄積をはかり、

経年変化及び季節的消長、そして他の観測地点との

比較について検討を進めていく必要がある。 
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４ まとめ 

 鳥取市において平成 11～14 年度まで日射量、紫外

線量を測定したところ次の結果が得られた。 

１）4 年間の測定結果では、UV-B 量の増加傾向は認

められなかった。 

２）日射量、紫外線量及び日射量に含まれる紫外線

量の割合は夏季に高く、冬季に低くなる季節変動

が認められた。 

３）UV-B 量は天候によりその強度が左右されるが、

雨天時においても晴天時の約 38％、曇天時は約

52％の強度を持っていた。 

４）一日の UV-B 量の変化をみると、正午頃に最大

強度になり 10～15 時の間に日積算量の 70～85％

が集中していた。 

５）気象庁の国内観測データと比較すると鳥取市の

UV-B 量は、那覇・鹿児島より少なく、札幌より

多く、つくば（茨城県）と同程度の値であった。 
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